
近年では、地震や豪雨など自然災害が多くなっています。

地域には高齢者や障がい者など支援を必要とする方々が

おり、災害時には地域の連携、協力が不可欠です。

普段からのつながりが、災害時の声かけや避難の際にも

活かされます。旭川市内でも、地域で少しずつ災害への取

組が進んでいますので、今号では地域の事例を紹介いた

します！

地域でどのような取組や備えが必要なのか。

みなさんで一緒に考えていきませんか？
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地域で災害の備えはどうしていますか？
～取組事例を紹介します～

西地区の取組紹介

安心して暮らし続けるために

災害はいつ発生するか分かりません。そのため、平

時から備えをしておくことで不安を和らげることが

できます。災害時のみならず、住み慣れた地域で安

心して暮らしていくためには、地域とのつながりが

大切です。

地域まるごと支援員は、地域づくりや支えあい活

動に関する支援を行っています。困りごと等があり

ましたら、各地域担当の地域まるごと支援員へご相

談ください。
家屋が浸水している様子 H30年７月 旭川市

「北海道開発局旭川開発建設部 提供」

家屋が浸水している様子 H30年7月 旭川市
「北海道開発局旭川開発建設部 提供」

災害が起きた時、どこへ、どのように避難するか、
考えたことはありますか？

自分の力で避難の難しい方（避難行動要支援者）を掲
載した『避難行動要支援者名簿』という名簿があります。

西地区の一部では、この名簿を基に『災害時個別避難
計画』を立て、地域で防災に取り組んでいます。

これまでは民生委員児童委員協議会が中心となって
計画を作成していましたが、今年度からは市民委員会
と地区社会福祉協議会が連携し、協力しながら更新や
活用を行っていくことになりました。

１人の要支援者に対して３つの団体がそれぞれに動く
のではなく、みんなで情報を共有することで、災害時に
効率的に行動できる、逃げ遅れゼロの地域づくりを目
指しています。

子どもの頃、この地域はよく
水に浸かっていました

避難計画を実践していくため
にも、地域での連携が必要だ
と思いました
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地域福祉活動拠点 すずかけ

すずかけ事務所 ７３-５３１０

「地域貢献のために何かしたい！」「地域活動に参加した

い！お手伝いがしたい！」という思いを持つ方や団体か

らの相談、本通信に関する問合せがありましたら、お気軽

にご連絡ください♪

旭川市地域まるごと支援員

発 行・お問合せ

seikatsu-shien@asahikawa-shakyo.or.jp 

八親町内会と東瑞穂町内会の主催でサ
ロンを開催しています。
改めてサロンの名前から見直し、それぞ
れの町内会から１文字ずつとって「やっ
ほぅ（八穂）サロン」と命名しました。
ゲームが終わった後におしゃべりを楽
しんでいました。

緑が丘地域では、緑が丘を笑顔にするた
めの話し合いの場として、“グリーンスマイ
ル”を開催しています。地域住民や福祉事
業所、教職員、学生など、世代や分野を越
えたメンバーが集まり、緑が丘だからこそ
できる取組について協議しています♪

「誰でも気軽に通える場
所があるといいなぁ」と
いう声から誕生した東光
地区の居場所『ほっこり
ひろば』を「デイサービス
この家で」にて開催！

体操のあとは、ゲーム
をしたり、のんびり本
を読んだり…、それぞ
れ自由な時間を過ご
しました。次回は10
月頃に開催予定です

6月15日（日）開催

～ほっこり ひろば～

5月27日（火）開催

やっほぅサロン

地域の活動を紹介します

４月26日（土）開催

グリーンスマイル

秋月ふれあいランチ
６月15日（木）開催

永山第一地区社会福祉
協議会では、秋月市民会
館にて、月１回ふれあい
サロンを開催しています。
この日は包括支援セン
ターから帯状疱疹につい
ての講話がありました。

地域の方たちが、
栄養バランス等を
考え、野菜たっぷ
りのランチを手作
りし、提供してい
ます。
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